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特
集

「
辻
馬
車
」
再
考

川
端
康
成
と
初
期
『
辻
馬
車
』

―
反
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」・
「
新
人
生
派
」・
「
伊
豆
の
踊
子
」

―

福
田

涼

一
、
問
題
の
所
在

『
辻
馬
車
』
の
創
刊
（
大

・

）
か
ら
終
刊
（
昭

・

）
ま
で

14

3

2

10

一
貫
し
て
同
人
で
あ
り
続
け
た
小
野
勇
は
、
創
刊
当
時
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

勿
論

人
の
同
人
が
す
べ
て
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
か

9

っ
た
が
、
多
く
が
、
芥
川
文
学
（

）
、
次
に
既
に
刊
行
さ
れ
て
い

1

た
「
文
芸
春
秋
」
に
拠
り
、
更
に
大
正

年

月
創
刊
の
「
文
芸

13

10

時
代
」
に
結
集
し
た
新
進
作
家
の
主
流
を
な
し
て
い
た
横
光
利
一
、

川
端
康
成
氏
ら
の
所
謂
新
感
覚
派
文
学
に
は
強
く
引
か
れ
て
い
た

と
言
え
る
（

）
。

2

同
じ
く
終
刊
に
至
る
ま
で
同
誌
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
っ
た
神
崎
淸

に
よ
れ
ば
、『
辻
馬
車
』
の
同
人
ら
は
『
文
藝
時
代
』
の
「
文
壇
の
世

代
交
代
を
う
な
が
す
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
爆
発
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

文
体
、
大
胆
な
描
写
力
」（

）

に
驚
嘆
し
た
と
い
う
。
ま
た
神
崎
は
、

3

い
わ
ゆ
る
「
新
感
覚
派
」
の
面
々
と
の
交
流
に
つ
い
て
、

関
東
大
震
災
に
追
わ
れ
て
、
新
進
作
家
の
片
岡
鉄
兵
が
、
大
阪

に
き
て
い
た
。
（
略
）
こ
の
片
岡
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
新
感
覚
派

と
よ
ば
れ
た
横
光
利
一
・
川
端
康
成
・
今
東
光
・
十
一
谷
義
三
郎

ら
、
諸
先
輩
と
の
交
遊
が
ひ
ろ
が
っ
た
（

）
。

4

と
証
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
諸
先
輩
」
か
ら
受
け
た
厚
遇
が
『
辻

馬
車
』
の
面
々
を
鼓
舞
し
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
事
実
、『
辻
馬
車
』

大
正
十
四
年
十
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
藤
澤
桓
夫
「
妖
怪
趣
味

―
歳

末
雜
感

―
」
に
は
「
僕
個
人
と
し
て
は
、
片
岡
鐵
兵
、
川
端
康
成
、

橋
爪
健
、
石
濱
金
作
そ
の
他
の
批
評
家
諸
氏
か
ら
貰
つ
た
厳
格
な
さ
う

し
て
好
意
あ
る
言
葉
を
忘
れ
な
い
で
ゐ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
事
情
も
相
俟
っ
て
か
、
初
期
の
『
辻
馬
車
』
は
「
新
感
覚

派
の
影
響
下
」
に
置
か
れ
て
お
り
、「
「
文
芸
時
代
」
大
阪
版
と
も
い
え

る
位
置
を
し
め
て
い
た
」（

）

と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
当
然
で

5

は
あ
る
が
、
当
該
時
期
に
お
け
る
『
辻
馬
車
』
の
諸
活
動
を
ひ
と
え
に

『
文
藝
時
代
』
か
ら
の
影
響
に
還
元
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
大

方
の
同
人
が
旧
『
文
藝
春
秋
』
の
同
人
で
あ
っ
た
こ
と
や
「
若
さ
と
か

阪大近代文学研究 17（2019.3）
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新
し
さ
と
い
っ
た
点
を
の
ぞ
け
ば
、
共
通
項
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
出
発
し

た
」（
）
『
文
藝
時
代
』
を
一
括
し
て
論
じ
る
こ
と
に
も
無
理
が
あ
ろ
う
。

6

こ
う
し
た
事
情
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
『
文
藝
時
代
』
の
同
人
の
中
か

ら
川
端
康
成
を
論
述
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
い
。『
辻
馬
車
』
創

刊
の
翌
月
、
川
端
は
「
三
月
諸
雜
誌
創
作
評
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・
14

）
に
お
い
て
、
崎
山
猷
逸
「
國
府
津
驛
近
く
」（
『
影
』
大

・

）

4

14

3

や
藤
澤
桓
夫
「
冬
の
花
」（
『
辻
馬
車
』
大

・

）
、
崎
山
正
毅
「
く

14

3

も
り
日
」
に
言
及
し
、
こ
と
に
前
二
作
に
つ
い
て
は
「
あ
た
ら
し
い
ば

か
り
で
な
く
、
文
壇
的
に
見
て
も
近
来
の
佳
作
か
も
し
れ
な
い
」
と
好

意
的
に
評
価
し
て
い
た
。
ま
た
川
端
は
後
に
掌
編
「
雀
の
媒
酌
」
を

『
辻
馬
車
』（
大

・

）
に
寄
稿
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

15

4

本
稿
で
は
大
正
末
期
に
お
け
る
川
端
康
成
と
初
期
『
辻
馬
車
』
と
の

関
係
を
、
同
時
代
の
文
壇
の
状
況
に
照
ら
し
て
論
じ
て
ゆ
く
。
論
の
後

半
に
お
い
て
は
「
伊
豆
の
踊
子
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
に
関
す

15

1

る
神
崎
淸
の
批
評
（

）

と
周
辺
の
言
説
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ま
で
看
過

7

さ
れ
て
き
た
同
作
の
批
評
性
を
剔
抉
す
る
こ
と
が
主
眼
と
な
る
。
ま
ず

は
同
時
代
文
壇
の
言
説
状
況
を
、
論
点
を
絞
り
つ
つ
整
理
し
て
ゆ
こ
う
。

二
、「
人
生
観
」
と
反
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」

大
正
末
期
に
お
け
る
文
壇
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
す
る
上
で
、
鍵
語

の
一
つ
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
が
「
人
生
観
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

た
と
え
ば
菊
池
寬
は
「
小
説
家
た
ら
ん
と
す
る
靑
年
に
與
ふ
」（
『
文
章

倶
楽
部
』
大

・

）
に
お
い
て
「
僕
は
先
づ
、
「
二
十
五
歳
未
満
の

10

9

者
、
小
説
を
書
く
べ
か
ら
ず
」
と
い
ふ
規
則
を
拵
ら
へ
た
い
」
と
し
た

上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

と
に
か
く
、
小
説
を
書
く
に
は
、
文
章
だ
と
か
、
技
巧
だ
と
か
、

そ
ん
な
も
の
よ
り
も
、
あ
る
程
度
に
、
生
活
を
知
る
と
い
う
こ
と

と
、
あ
る
程
度
に
、
人
生
に
対
す
る
考
え
、
い
は
ゆ
る
人
生
観
と

い
ふ
べ
き
も
の
を
、
き
ち
ん
と
持
つ
と
い
ふ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
菊
池
と
同
じ
く
第
四
次
『
新
思
潮
』
の
同
人
だ
っ
た
久
米
正

雄
は
「
「
私
」
小
説
と
「
心
境
」
小
説
」（
『
文
藝
講
座
』
大

・

、

14

1

）
に
お
い
て
、
心
境
小
説
を
「
作
者
が
対
象
を
描
写
す
る
際
に
」

5「
そ
れ
を
眺
む
る
人
生
観
的
感
想
を
、
主
と
し
て
表
は
さ
う
と
し
た
小

、
、
、

説
」
と
定
義
し
、
創
作
志
願
者
に
向
け
て
「
安
ん
じ
て
「
私
小
説
」

「
心
境
小
説
」
に
就
か
れ
ん
事
を
希
望
す
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

右
の
よ
う
に
論
ず
る
久
米
は
「
心
境
」
と
い
う
語
を
説
明
す
る
際
、

「
俳
句
」
に
言
及
し
て
い
る
。
当
時
の
文
壇
の
状
況
に
つ
い
て
、
平
野

謙
は
「
関
東
大
震
災
前
後
か
ら
、
既
成
文
壇
全
体
が
ひ
ろ
い
意
味
で
東、

洋
的
諦
念
の
世
界
に
た
ど
り
つ
か
ん
と
す
る
一
種
の
人
格
修
養
論
に
染

、
、
、
、

色
さ
れ
た
」（

）

と
論
ず
る
。
関
東
大
震
災
と
い
う
一
つ
の
危
機
を
契

8

機
と
し
て
、
既
成
文
壇
の
志
向
は
「
諦
念
」
や
「
無
常
観
」
に
裏
打
ち

さ
れ
た
心
境
小
説
へ
と
更
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
。
心
境
小
説
の
流
行
を

「
某
小
説
学
校
」
の
「
卒
業
二
ヶ
月
の
速
成
課
で
や
る
レ
ク
チ
ュ
ア
の

教
案
」
な
る
も
の
に
よ
っ
て
揶
揄
す
る
片
岡
鐵
兵
「
怠
屈
な
時
に
」

（
『
辻
馬
車
』
大

・

）
に
も
、「
心
境
小
説
を
作
り
た
い
人
は
、
兼

15

3

好
の
徒
然
草
を
反
復
熟
読
し
な
さ
い
」
と
い
う
一
文
が
記
さ
れ
て
い
た
。
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こ
う
し
た
「
人
生
観
の
す
で
に
で
き
あ
が
っ
た
世
代
」（
）

の
作
家

9

た
ち
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
人
生
観
」
重
視
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
対
し
、

反
発
す
る
姿
勢
を
示
し
た
新
進
作
家
も
い
た
。
た
と
え
ば
、
稻
垣
足
穂

は
次
の
よ
う
に
い
う
。

□
い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
の
通
弊
か
知
れ
ぬ
が
こ
の
頃
の
文
壇

で
は
一
定
の
年
齢
に
達
し
た
そ
れ
も
大
し
た
と
こ
ろ
も
な
い
人
の

偶
像
的
お
さ
ま
り
か
へ
り
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
傾
向
が
あ
つ
て
、
新

し
い
作
家
の
作
が
評
せ
ら
れ
る
と
き
に
も
二
言
目
に
は
「
人
間
が

出
来
て
ゐ
る
と
か
ゐ
な
い
」
と
か
い
ふ
芸
術
と
倫
理
を
は
き
ち
が

へ
た
愚
論
が
出
さ
れ
る
（

）
。

10

「
人
生
観
」
と
い
う
語
こ
そ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
足
穂
の

批
判
が
「
動
物
的
成
長
の
必
然
的
過
程
」
（
同
前
）
を
人
生
行
路
上
の

重
要
な
経
験
と
見
做
し
、
そ
う
し
た
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
感
慨
な
い
し

「
心
境
」
を
重
視
す
る
こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ほ
か
に
も
、
た
と
え
ば
横
光
利
一
は
日
記
形
式
の
評
論
「
朝
か
ら
晩
ま

で
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
に
お
い
て
「
人
生
観
な
ど
立
て
る
な

15

2

ら
、
宜
敷
新
潮
社
の
上
へ
建
て
る
べ
し
」
と
述
べ
、
「
人
生
の
た
め
の

藝
術
」（
『
新
潮
』
大

・

）
な
る
芸
術
観
を
説
い
た
中
村
武
羅
夫
を

14

8

挑
発
し
て
い
る
し
、
鈴
木
彥
次
郞
も
「
野
狐
禅
哲
学
を
盛
り
こ
ん
だ
作

品
を
指
し
て
、
人
生
を
つ
か
ん
で
ゐ
る
と
い
ふ
の
か
」
と
い
う
「
不

満
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
を
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
言
説

15

4

が
示
す
と
お
り
、
当
時
の
新
進
作
家
は
事
あ
る
た
び
に
「
人
生
観
が
な

い
」
（
無
署
名
「
文
壇
波
動
調
」
、『
文
藝
時
代
』
大

・

）
と
い
う

14

11

悪
評
を
被
っ
て
い
た
（

）
。

11

こ
う
し
た
新
進
作
家
の
面
々
よ
り
更
に
年
少
の
世
代
に
当
た
る
『
辻

馬
車
』
一
派
は
、
菊
池
寬
（
前
掲
）
の
い
わ
ゆ
る
「
本
当
の
小
説
家
に

な
る
の
に
、
一
番
困
る
人
」
、
す
な
わ
ち
「
二
十
二
三
歳
で
、
相
当
に

う
ま
い
短
篇
が
書
け
る
人
」
の
集
団
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。「
退
屈

な
人
生
と
平
行
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
」（
神
崎
淸
「
七
月
航
海
図

二
雜
誌

小
説
月
評
（
四
）
」
、『
時
事
新
報
』
大

・

・

）
を
嫌
う
『
辻
馬

14

7

5

車
』
一
派
は
、
こ
う
し
た
書
き
手
の
「
人
生
観
」
を
重
視
す
る
価
値
観

に
当
然
反
発
す
る
。
こ
う
し
た
反
応
の
一
例
と
し
て
、
神
崎
淸
は
「
大

体
、
私
も
小
説
の
背
景
と
し
て
の
一
人
称
は
、
作
家
の
安
全
地
帯
で
あ

マ

マ

る
。
従
つ
て
、
作
家
は
、
安
易
な
自
惚
れ
易
い
境
地
に
お
か
れ
る
」

（
「
卓
上
文
學
」
、
『
辻
馬
車
』
大

・

）
と
述
べ
る
な
ど
、
「
私
小

15

2

説
」
に
対
す
る
批
判
的
な
見
解
を
開
陳
し
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
節
で
は
『
辻
馬
車
』
一
派

と
川
端
康
成
が
、
相
互
に
差
し
向
け
た
視
線
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

三
、
川
端
康
成
と
「
新
人
生
派
」

当
該
時
期
の
川
端
は
、
新
進
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
新
進
批
評
家
と

し
て
も
認
知
さ
れ
て
い
た
。
「
新
感
覚
派
」
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
な
か
、
川
端
は
評
論
「
新
進
作
家
の
新
傾
向
解
説
」（
『
文

藝
時
代
』
大

・

）
を
著
し
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

14

1

例
へ
ば
、
砂
糖
は
甘
い
。
従
来
の
文
芸
で
は
、
こ
の
甘
い
と
云
ふ

こ
と
を
、
舌
か
ら
一
度
頭
に
持
つ
て
行
つ
て
頭
で
「
甘
い
」
と
書
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い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
は
舌
で
「
甘
い
。
」
と
書
く
。
ま
た
こ
れ

ま
で
は
、
眼
と
薔
薇
と
を
二
つ
の
も
の
と
し
て
「
私
の
眼
は
赤
い

薔
薇
を
見
た
。
」
と
書
い
た
と
す
れ
ば
、
新
進
作
家
は
眼
と
薔
薇

と
を
一
つ
に
し
て
、「
私
の
眼
が
赤
い
薔
薇
だ
。」
と
書
く
。
理
論

的
に
説
明
し
な
い
と
分
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ま
あ
こ
ん
な

風
な
表
現
の
気
持
が
、
物
の
感
じ
方
と
な
り
、
生
活
の
し
方
と
な

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

る
の
で
あ
る
。

（
傍
点
は
引
用
者
）

川
端
は
「
新
感
覚
主
義
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
感
覚
の
発
見
」
を

目
的
と
す
る
の
で
は
な
く
、
「
人
間
の
生
活
に
於
て
感
覚
が
占
め
て
ゐ

る
位
置
に
対
し
て
、
従
来
と
は
ち
が
つ
た
考
へ
方
を
し
」
、「
人
生
の
そ

の
新
し
い
感
じ
方
を
文
芸
の
世
界
に
応
用
」
（
同
前
）
す
る
試
み
で
あ

る
と
論
ず
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
片
岡
鐵
兵
「
若
き
読
者
に
訴
ふ
」

（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
も
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
た
。

13

12

も
し
そ
の
文
章
が
感
覚
的
に
成
功
し
た
ら

―
渾
身
の
感
覚
が
、

物
の
「
動
」
の
状
態
の
上
に
溌
剌
と
生
動
し
た
ら
そ
の
文
章
は
読

者
の
同
様
の
感
覚
を
、
幻
想
さ
れ
た
る
物
の
状
態
の
上
に
溶
合
せ

し
め
ず
に
は
措
か
な
い
。
読
者
の
感
覚
は

―
理
想
的
の
場
合
は

渾
身
の
感
覚
が

―
作
者
と
共
々
に
、
状
態
の
底
に
、
状
態
の
上

に
、
生
命
を
得
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
片
岡
が
「
作
者
」
の
み
な
ら
ず
「
読
者
」
の
「
感
覚
」
に
も

言
及
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。「
新
感
覚
」
的
な
表
現
は
、
川
端

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
読
者
」
の
「
物
の
感
じ
方
」
や
「
生
活
の
し

方
」
を
も
変
え
る
と
い
う
の
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
美
術
批
評
家

で
あ
る
ボ
リ
ス
・
グ
ロ
イ
ス
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア
の
古
典
的
な

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
芸
術
家
」
に
関
す
る
見
解
が
参
考
と
な
ろ
う
。

ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
芸
術
家
た
ち
は
新
た
な
公
衆
を
、
つ
ま
り

新
た
な
人
類
を
創
り
出
そ
う
と
望
ん
で
い
た
。
（
略
）
彼
ら
に
と

っ
て
の
最
終
的
な
芸
術
的
活
動
は
、
古
い
視
座
で
世
界
を
眺
め
る

古
い
公
衆
の
た
め
に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
す
こ
と
で
は
な

く
、
新
た
な
視
座
を
も
っ
て
新
た
な
公
衆
を
創
り
出
す
こ
と
だ
っ

た
の
で
あ
る
（

）
。

12

多
く
の
文
学
史
家
に
よ
っ
て
、
「
新
感
覚
派
」
を
「
芸
術
左
翼
」
と

し
て
、
ま
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
「
左
翼
芸
術
」
と
し
て
捉
え
る
見

方
が
夙
に
確
立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
川
端
自
身
が
「
新
感
覚
派
」
の
文

学
表
現
の
裡
に
「
ダ
ダ
主
義
的
発
想
法
」
（
「
新
進
作
家
の
新
傾
向
解

説
」）
の
影
響
を
見
て
取
っ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、「
新
感
覚
派
」

を
文
学
に
お
け
る
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
運
動
の
一
種
と
見
做
す
こ

と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
川
端
自
身
も
「
新
感
覚
」
的
な
表
現
の
「
新
し

さ
」
を
理
解
す
る
こ
と
が
、「
創
作
」
と
「
鑑
賞
」、
双
方
の
立
場
に
お

い
て
「
新
し
い
時
代
の
文
芸
の
王
国
へ
入
国
を
許
さ
れ
る
た
め
に
必
要

な
、
唯
一
つ
の
旅
行
券
で
あ
る
」（
同
前
）
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
「
新
感
覚
主
義
」
と
は
、
「
新
し
い
時
代
の
文
芸
の
王
国
」

の
「
公
衆
」
を
創
り
出
す
試
み
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

藤
澤
桓
夫
は
エ
ッ
セ
イ
「
潜
心
」（
『
辻
馬
車
』
大

・

）
に
お
い

14

5

て
「
芸
術
を
蘇
生
さ
せ
る
も
の
は
、
未
だ
創
ら
れ
ざ
り
し
様
式
と
未
だ

展
か
れ
ざ
り
し
視
野
と
で
あ
る
」
と
述
べ
、
「
人
生
の
新
聞
記
者
、
人
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生
の
写
真
師
」
の
如
き
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
の
文
学
を
否
定
し
て
い
た
。

新
し
い
「
人
生
の
展
望
」
と
「
都
会
の
パ
ル
ス
ペ
ク
テ
イ
ヴ
」（
神
崎

淸
「
辻
馬
車
生
誕
祭

付
人
情
本
小
説
之
事
」
、
『
辻
馬
車
』
大

・
14

）
を
開
示
す
べ
く
出
発
し
た
若
き
『
辻
馬
車
』
の
同
人
ら
と
、
「
古

3い
感
覚
で
書
い
た
作
品
」、「
す
な
わ
ち
新
し
い
「
ポ
エ
ム
」
の
な
い
作

品
」（

）

を
忌
避
し
た
川
端
は
、
表
現
を
通
し
て
「
新
た
な
視
座
」
を

13

創
造
す
る
と
い
う
目
論
見
を
概
ね
共
有
し
て
い
た
（

）
。
当
時
の
川
端

14

が
各
種
月
評
に
お
い
て
、
崎
山
猷
逸
や
藤
澤
桓
夫
ら
「
無
名
の
学
生
作

家
た
ち
の
作
品
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
」（
）

た
背
景
に
は
、
こ
う
し

15

た
「
新
し
い
時
代
の
文
芸
の
王
国
」
の
「
領
土
」
を
拡
張
す
る
狙
い
も

あ
っ
た
と
思
し
い
。

『
辻
馬
車
』
の
側
も
、
川
端
に
対
し
、
概
し
て
好
意
的
な
評
価
を
与

え
て
い
た
。
む
ろ
ん
「
川
端
康
成
氏
の
青
い
海
黒
い
海
読
ん
で
み
た
れ

ど
面
白
く
も
な
ん
と
も
な
し
」
（
神
崎
淸
「
埋
立
地
雜
稿
」
、
『
辻
馬

車
』
大

・

）
と
い
っ
た
否
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

14

9

た
。
ま
た
大
正
十
四
年
四
月
号
の
「
卓
上
文
學
」
も
「
旧
文
士
と
妥
協

し
な
が
ら
新
進
作
家
の
精
神
を
喪
は
な
い
彼
は
、
新
感
覚
派
の
愛
国
的

志
士
で
あ
る
」
と
両
義
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、

「
既
成
文
壇
よ
り
み
れ
ば
、
彼
は
有
力
な
獅
子
身
中
の
蟲
で
あ
る
」
と

付
け
加
え
る
の
を
、
こ
の
月
評
子
は
忘
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、『
辻
馬
車
』
に
お
い
て
川
端
と
「
新
人

生
派
」
と
の
関
係
に
言
及
す
る
批
評
が
見
受
け
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

川
端
康
成
の
第
二
短
篇
集
は
、
新
人
生
派
の
作
品
で
あ
る
。
と

同
時
に
、
新
し
き
感
覚
を
も
含
ん
で
ゐ
る
。
凡
庸
な
旧
リ
ア
リ
ズ

ム
に
す
が
り
つ
つ
た
だ
金
切
声
の
み
高
い
新
人
生
派
作
家
よ
！
川

端
を
君
達
の
陣
頭
に
進
ま
せ
る
こ
と
だ
。

（
無
署
名
「
卓
上
文
學
」
、『
辻
馬
車
』
大

・

）

14

12

ま
た
次
の
よ
う
な
言
及
も
見
ら
れ
る
。

偖
、
い
い
も
の
の
第
一
は
、
川
端
康
成
の
白
い
満
月
（
新
小

説
）
だ
。
（
略
）
人
生
観
で
書
か
ず
、
書
い
た
上
に
お
の
づ
か
ら

人
生
観
の
滲
み
出
し
て
ゐ
る
の
も
い
い
。（
略
）
そ
れ
で
ゐ
て
、

白
い
満
月
の
一
篇
は
、
読
者
の
胸
に
、
音
も
な
く
、
一
脈
の
新
鮮

な
感
傷
を
吹
き
出
さ
せ
る
の
だ
。
新
人
生
派
の
尖
端
。

（
無
署
名
「
卓
上
文
學
」
、『
辻
馬
車
』
大

・

）

15

1

周
知
の
通
り
「
新
人
生
派
」
と
は
、
事
実
上
「
中
村
武
羅
夫
の
雑
誌

で
あ
っ
た
」（
）
『
不
同
調
』
に
結
集
し
た
面
々
を
指
す
。
彼
ら
は
同
誌

16

の
雑
文
や
『
新
潮
』
の
合
評
会
記
事
に
お
い
て
、「
新
感
覚
派
」
に
対

す
る
「
や
つ
つ
け
ろ
節
」
（
無
署
名
「
卓
上
文
學
」
、
『
辻
馬
車
』
大

・

）
を
展
開
し
た
。
そ
し
て
小
笠
原
克
に
よ
れ
ば
、
同
派
は
「
昭

14

10

和
二
年
後
半
期
」
に
は
「
理
論
的
発
展
も
な
い
ま
ま
に
、
所
詮
文
壇
論

的
発
言
と
し
て
消
え
た
」（
）

と
い
う
。

17

「
新
人
生
派
」
の
主
張
を
も
っ
と
も
声
高
に
説
い
た
戸
川
貞
雄
は

「
「
新
人
生
派
」
の
文
藝
観

―
文
壇
的
雜
感
の
延
長

―
」
（
『
新

潮
』
大

・

）
に
お
い
て
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

14

9

私
に
は
単
純
や
狡
猾
や
小
才
や
軽
薄
の
代
り
に
、
文
芸
に
対
す
る

馬
鹿
の
一
念
的
な
熱
愛
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
社
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会
主
義
的
思
潮
（
略
）
も
、
そ
れ
か
ら
ま
た
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン

も
、
私
の
文
芸
を
私
の
懐
か
ら
奪
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
私
は

懊
悩
を
、
煩
悶
を
、
折
々
の
皮
肉
に
洩
ら
し
つ
ゝ
、
今
日
が
日
ま

で
堪
え
忍
ん
で
来
た
。
私
の
文
芸
の
た
め
に
。
言
い
換
え
る
と
、

人
生
の
た
め
に
！

何
故
な
ら
私
の
文
芸
と
は
「
人
生
の
た
め
の
文
芸
」
に
他
な
ら

な
い
の
だ
か
ら
！

こ
の
戸
川
の
評
論
が
世
に
出
る
以
前
の
『
新
潮
』
に
は
、「
新
感
覚

派
」
を
「
文
章
の
上
だ
け
で
、
外
国
文
学
の
浅
薄
な
模
倣
を
し
て
ゐ
る

に
過
ぎ
な
い
」
と
斬
り
捨
て
「
近
来
の
文
芸
界
」
が
「
作
品
に
含
ま
れ

た
人
生
的
意
義
」
や
作
家
の
「
人
生
観
」
を
問
題
に
し
な
い
こ
と
を
批

判
す
る
中
村
武
羅
夫
「
文
藝
作
品
に
於
け
る
苦
悶
の
意
義
」（
『
新
潮
』

大

・

）
や
、
「
私
の
考
へ
方
に
依
れ
ば
、
芸
術
と
い
ふ
も
の
は
、

14

5

人
生
を
離
れ
た
別
の
世
界
で
は
な
い
。
芸
術
も
亦
、
人
生
の
中
に
含
ま

れ
た
一
つ
の
世
界
な
の
で
あ
る
」
と
説
く
同
「
人
生
の
た
め
の
藝
術
」

（
前
掲
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
新
人
生
派
」
の
「
新

感
覚
派
」
に
対
す
る
攻
撃
的
な
口
吻
は
、
中
村
武
羅
夫
＝
新
潮
社
と
い

う
強
力
な
後
ろ
盾
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

野
口
冨
士
男
は
、
『
文
藝
時
代
』
の
「
反
対
勢
力
」
と
い
う
立
場
か

ら
「
自
然
主
義
の
伝
統
に
つ
な
が
る
「
新
人
生
派
」
を
標
榜
し
た
」
こ

の
『
不
同
調
』
に
対
し
「
そ
の
営
為
に
は
新
文
学
運
動
の
名
に
値
す
る

も
の
な
ど
何
ひ
と
つ
あ
り
は
し
な
か
っ
た
」（

）

と
厳
し
い
評
価
を
下

18

し
て
い
る
。
も
っ
と
も
「
新
人
生
派
」
の
主
張
の
曖
昧
さ
に
つ
い
て
は
、

既
に
当
時
か
ら
批
判
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。
『
不
同
調
』
創
刊
号
（
大

・

）
に
掲
載
さ
れ
た
棕
梠
狂
閑
「
馬
腹
長
鞭
録
」
は
「
文
壇
の
一

14

7

角
、
新
人
生
派
の
勃
興
を
叫
ぶ
の
声
旺
ん
な
り
」
と
し
つ
つ
も
「
自
然

主
義
文
学
の
亜
流
、
人
道
主
義
文
学
の
亜
流
、
機
に
乗
じ
新
装
し
て
二

度
の
勤
め
を
な
さ
ん
と
志
す
に
到
つ
て
は
竟
に
何
を
か
言
は
ん
や
」
と

述
べ
て
い
た
し
、
当
時
新
進
の
評
論
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
伊
藤
永

之
介
も
「
大
正
拾
四
年
歳
末
文
學
観
」（
『
文
章
往
来
』
大

・

）
に

15

1

お
い
て
「
事
実
に
於
て
は
何
等
独
自
な
新
し
い
内
容
も
無
け
れ
ば
、
具

体
的
な
作
品
を
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

『
辻
馬
車
』
の
同
人
ら
も
、「
新
人
生
派
」
に
対
し
否
定
的
な
言
辞
を

投
げ
か
け
て
い
る
。
同
派
が
強
調
し
た
「
人
生
の
た
め
の
芸
術
」
と
い

う
観
点
に
つ
い
て
、
神
崎
淸
は
「
文
学
の
目
的
を
以
て
、
人
生
に
於
け

る
真
の
発
見
の
み
と
な
す
は
、
自
然
主
義
一
流
の
狭
き
見
解
な
ら
ず

や
」（
「
埋
立
地
雜
稿
」
、『
辻
馬
車
』
大

・

）
と
述
べ
て
い
た
。
ほ

14

9

か
に
も
、
以
下
の
よ
う
な
言
及
が
見
ら
れ
る
。

・
こ
の
た
び
の
新
潮
の
合
評
会
は
不
同
調
の
出
店
な
り
。
青
年
団

の
擬
国
会
な
り
。
憂
国
の
志
士
及
至
慷
慨
家
と
い
ふ
手
合
の
真
価

（

マ

マ

）

は
大
抵
こ
ん
な
位
の
も
の
に
と
ど
ま
る
。

（
神
崎
淸
「
卓
上
文
學
」、『
辻
馬
車
』
大

・

）

14

8

・
プ
ロ
ウ
ゼ
イ
イ
ク
な
舌
。
リ
ア
リ
ズ
ム
の
囚
徒
。
無
学
。
ブ
ロ

ツ
ク
ヘ
ツ
ド
。
虎
の
威
を
借
る
狐
。（
略
）
堀
木
克
三
よ
、
批
評

家
を
止
め
ろ
。
く
た
ば
れ
。
汝
は
く
た
ば
る
値
打
ち
が
あ
る
の
だ
。

（
無
署
名
「
卓
上
文
學
」
、『
辻
馬
車
』
大

・

）

14

9
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・
不
同
調
ほ
ど
下
品
な
雑
誌
は
な
し
。
一
読
に
堪
ゆ
る
雑
文
四
五

を
出
で
ず
。（
略
）
大
勢
よ
つ
て
た
か
つ
て
菊
池
寬
を
捕
へ
、
面

罵
し
て
や
ま
ざ
る
事
署
長
を
袋
叩
き
に
す
る
民
衆
の
如
き
は
、
実

に
浅
ま
し
き
限
り
な
り
と
い
ふ
べ
し
。

（
無
署
名
「
卓
上
文
學
」、
『
辻
馬
車
』
大

・

）

14

10

い
ず
れ
も
「
新
人
生
派
」
の
牙
城
た
る
『
不
同
調
』
や
そ
の
同
人
ら

の
言
動
を
非
難
す
る
も
の
で
あ
る
（

）
。『
辻
馬
車
』
は
そ
の
誌
面
に
お

19

い
て
当
時
文
壇
の
新
勢
力
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
た
「
新
人
生

派
」
を
扱
き
下
ろ
し
、
あ
え
て
同
派
の
「
陣
頭
」
な
い
し
「
尖
端
」
に

川
端
康
成
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
が
優
位
に
あ
る
こ
と

を
演
出
し
て
み
せ
た
の
だ
。

な
お
、
戸
川
貞
雄
「
文
壇
的
雜
感
」
（
『
不
同
調
』
大

・

）
は

14

7

「
芸
術
の
許
す
範
囲
内
で
、
最
も
端
的
に
、
作
者
の
人
生
観
な
り
人
生

批
評
な
り
を
、
一
個
の
作
品
と
し
て
具
現
す
る
の
に
便
宜
な
の
は
、
コ

ン
ト
で
あ
る
」
と
論
じ
「
コ
ン
ト
を
育
む
も
の
は
、
人
生
派
の
気
鋭
の

選
手
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
揚
言
し
て
い
た
。
そ
し
て
川
端
の
方
も
、
や

が
て
『
感
情
装
飾
』
（
金
星
堂
、
大

・

）
に
収
録
さ
れ
る
一
連
の

15

6

掌
編
小
説
を
書
き
継
い
で
い
た
。
両
者
が
比
較
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。

川
端
と
「
新
人
生
派
」
と
を
対
比
し
つ
つ
後
者
の
優
位
を
説
く
と
い

う
論
述
の
展
開
は
、
赤
木
健
介
「
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
文
壇
の
曙
光
（
十
一

月
創
作
一
瞥
）
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
に
も
見
ら
れ
る
。

14

12

一
年
前
の
「
短
篇
集
」
に
於
て
、
健
康
な
詩
美
の
伸
び
や
か
さ

を
感
じ
た
が
、
「
第
二
短
篇
集
」
で
は
更
に
新
し
い
も
の
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
。
（
略
）
そ
し
て
、
所
謂
新
人
生
派
な
ど
の
連
中
が

言
つ
て
ゐ
る
所
の
新
し
い
人
生
観
と
で
も
言
ふ
べ
き
も
の
が
、
川

端
氏
に
よ
つ
て
意
識
的
に
生
み
出
さ
れ
や
う
と
し
て
ゐ
る
こ
と
も

注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

た
だ
し
赤
木
に
よ
れ
ば
、
川
端
の
作
品
に
現
れ
る
「
人
生
観
」
は
、

「
新
人
生
派
」
の
唱
え
る
「
反
動
的
」
な
そ
れ
と
は
「
根
本
的
に
違

ふ
」
と
い
う
。
こ
こ
で
川
端
自
身
の
「
新
人
生
派
」
に
対
す
る
言
及
を

見
て
お
く
と
、
も
っ
と
も
直
接
的
な
そ
れ
と
し
て
『
萬
朝
報
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
文
壇
的
文
學
論
」（
『
萬
朝
報
』
大

・

・

、

～

）

14

11

7

10

12

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
川
端
は
「
新
感
覚
派
の
反
動
と
し
て
提
唱

さ
れ
て
ゐ
る
ら
し
い
」
同
派
に
つ
い
て
、
「
未
だ
根
拠
と
な
る
べ
き
文

学
論
も
論
拠
と
す
る
に
足
る
作
品
も
存
在
し
て
ゐ
な
い
の
で
は
な
い

か
」（
）

と
い
い
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

20そ
れ
が
所
謂
人
生
の
た
め
の
芸
術
を
新
し
い
態
度
で
創
造
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
も
、
ま
た
は
新
し
い
人
生
を
創
造
し
よ

う
と
す
る
芸
術
で
あ
ら
う
と
も
、
結
局
は
同
一
点
に
帰
着
す
る
。

新
し
い
人
生
と
云
ふ
同
一
点
に
帰
着
す
る
。
古
い
人
生
に
新
し
い

表
現
を
与
へ
る
と
云
つ
た
風
の
言
葉
は
、
便
宜
上
な
比
喩
で
あ
つ

て
、
実
際
は
あ
り
得
な
い
。

こ
れ
に
続
け
て
川
端
は
「
さ
う
考
へ
る
と
、
新
し
い
文
芸
で
新
人
生

派
で
な
い
も
の
が
あ
り
得
る
筈
」
が
な
い
と
断
言
し
、「
新
感
覚
派
な

ぞ
は
今
日
に
於
て
最
も
新
人
生
派
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
宣
言
し
た
の

で
あ
る
（

）
。

21
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こ
う
し
た
見
取
り
図
を
描
い
た
上
で
、
次
節
で
は
大
正
期
の
川
端
を

代
表
す
る
小
説
「
伊
豆
の
踊
子
」
及
び
「
続
伊
豆
の
踊
子
」（
『
文
藝
時

代
』
大

・

～

）
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
同
作
を
発
表
当
時
の

15

1

2

文
壇
的
状
況
を
踏
ま
え
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て

き
た
本
作
の
同
時
代
言
説
、
と
り
わ
け
「
新
人
生
派
」
に
対
す
る
批
評

性
を
剔
抉
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。

四
、「
稗
史
」
の
非
功
利
性

ま
ず
「
伊
豆
の
踊
子
」
に
関
す
る
同
時
代
評
を
概
観
し
よ
う
。
「
卓

上
文
學
」（
『
辻
馬
車
』
大

・

）
で
神
崎
淸
は
、
本
作
を
「
け
だ
し

15

2

傑
作
」
と
評
価
し
た
上
で
「
し
か
し
僕
は
、
彼
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
品

、
、
、
、
、
、
、
、

に
つ
い
て
一
つ
の
異
見
を
持
つ
て
ゐ
る
」（
傍
点
は
引
用
者
）
と
述
べ
、

以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

こ
の
小
説
に
登
場
す
る
旅
芸
人
の
生
活
が
、
青
年
の
殉
情
を
以

て
、
あ
ま
り
に
明
る
く
、
あ
ま
り
に
純
潔
に
描
か
れ
て
ゐ
る
。
即

ち
彼
の
小
説
に
と
つ
て
、
ま
た
平
常
の
主
張
に
照
し
合
わ
せ
て
、

都
合
よ
く
脚
色
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

神
崎
が
「
伊
豆
の
踊
子
」
を
「
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
品
」
と
し
て
認
識

し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
。
同
作
を
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い
う
観
点
か

ら
捉
え
た
同
時
代
評
と
し
て
、
ほ
か
に
橋
爪
健
「
二
月
文
壇
評
（
五
）

新
感
覚
派
の
其
後
」
（
『
讀
賣
新
聞
』
大

・

・

）
が
挙
げ
ら
れ

15

2

3

る
。
こ
の
中
で
橋
爪
は
当
時
の
「
新
感
覚
派
」
を
「
彼
女
は
迷
つ
て
ゐ

る
。
煩
悶
し
て
ゐ
る
。
時
々
生
れ
た
故
郷
の
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
帰
省
し
た

り
し
て
い
る
」
と
評
し
、「
伊
豆
の
踊
子
」
に
つ
い
て
「
牧
歌
的
リ
リ

シ
ズ
ム
と
清
冽
な
筆
致
（

）

と
が
あ
る
。
が
、
彼
の
他
の
新
感
覚
的
作

22

品
に
み
る
躍
動
す
る
精
神
が
稀
薄
だ
」
と
論
じ
て
い
た
。

一
方
、
赤
松
月
船
「
冬
日
漫
談

―
月
評
そ
の
他

―
」（
『
文
黨
』
大

・

）
は
、「
伊
豆
の
踊
子
」
が
備
え
て
い
る
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と

15

2

い
う
範
疇
を
逸
脱
す
る
要
素
に
つ
い
て
批
判
的
で
あ
る
。

一
体
川
端
は
小
説
に
し
す
ぎ
る
。
機
構
を
気
に
し
す
ぎ
る
。
こ

の
作
に
し
て
も
だ
、
さ
つ
と
書
い
て
し
ま
へ
ば
い
い
の
だ
が
、
す

る
と
お
の
づ
か
ら
に
小
説
的
味
が
出
て
来
る
と
お
も
ふ
。（
略
）

題
材
は
、
う
ら
若
く
て
旅
の
心
に
は
か
な
し
い
も
の
だ
。
こ
の

作
の
青
年
と
作
者
と
が
、
あ
の
心
と
こ
の
心
と
が
近
す
ぎ
る
。
あ

の
心
を
も
つ
と
遠
く
に
置
い
て
見
た
ら
、
作
者
が
も
少
し
経
験
の

、
、
、

世
界
を
踏
み
入
つ
て
か
ら
に
し
た
ら
。（
傍
点
は
引
用
者
）

、
、

赤
松
の
不
満
は
、
未
だ
「
経
験
の
世
界
」
に
踏
み
入
っ
て
い
な
い
早

熟
な
「
作
者
」
の
「
機
構
」
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
赤
松
は
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
人
工
性
を
衝
く
と
と
も
に
、

同
作
に
「
経
験
」
に
基
づ
く
「
人
生
観
」
が
希
薄
な
こ
と
を
批
判
し
て

い
る
の
だ
（

）
。
作
品
の
人
工
性
を
論
難
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

23

赤
松
の
批
評
は
、
「
旅
芸
人
の
生
活
が
、
青
年
の
殉
情
を
以
て
、
あ
ま

り
に
明
る
く
、
あ
ま
り
に
純
潔
に
描
か
れ
て
ゐ
る
」
と
い
う
神
崎
の
批

判
と
も
響
き
合
っ
て
い
る
。

神
崎
が
批
判
す
る
と
こ
ろ
の
「
人
工
的
な
明
る
さ
」（
）

に
関
し
て
、

24

た
と
え
ば
『
文
藝
時
代
』
の
「
合
評
会
第
一
回
」
（
注
（

）
を
参

20
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照
）
に
は
次
の
よ
う
な
遣
り
取
り
が
見
ら
れ
る
。

加
宮
。

こ
れ
は
あ
る
人
の
言
ふ
所
に
よ
る
と
、
つ
ま
り
美
し
い

半
面
だ
け
見
て
ゐ
る
所
が
あ
る
と
い
ふ
の
だ
が
ね
。

川
端
。

そ
れ
は
そ
う
だ
。

（
加
宮
は
加
宮
貴
一
、
川
端
は
川
端
康
成
）

こ
の
よ
う
に
川
端
自
身
が
首
肯
す
る
「
美
し
い
半
面
だ
け
見
て
ゐ
る

所
が
あ
る
」
と
い
う
本
作
の
一
側
面
は
、
後
の
批
評
や
研
究
に
お
い
て

は
「
私
」
の
「
身
勝
手
さ
」
を
示
す
も
の
と
解
さ
れ
、
し
ば
し
ば
批
判

に
晒
さ
れ
て
き
た
（

）
。
た
と
え
ば
「
好
奇
心
も
な
く
、
軽
蔑
も
含
ま

25

な
い
、
彼
等
が
旅
芸
人
と
云
ふ
種
類
の
人
間
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
つ
た
や
う
な
、
私
の
尋
常
な
好
意
は
、
彼
等
の
胸
に
も
沁
み
込
ん
で

行
く
ら
し
か
つ
た
」
（
以
下
、
引
用
は
初
出
に
拠
る
）
と
い
う
記
述
に

つ
い
て
、
小
林
洋
介
は
「
本
当
に
全
く
軽
蔑
の
念
を
抱
い
て
い
な
か
っ

た
の
だ
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
、
そ
の
こ
と
を
こ
と
さ
ら
に
言
語
化
す
る
必

要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
を
発
し
、
む
し
ろ
当
該
の
く
だ

り
に
は
「
施
す
側
と
し
て
の
「
私
」
の
優
越
感
と
自
己
陶
酔
」
が
反
映

さ
れ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
（

）
。

26

し
か
し
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

―
た
と
え
「
こ
の
作
の
青
年
と

作
者
と
が
、
あ
の
心
と
こ
の
心
と
が
近
す
ぎ
る
」
（
赤
松
月
船
）
と
し

て
も

―
、
語
る
「
私
」
と
語
ら
れ
る
「
私
」
と
の
間
に
は
、
埋
め
が

た
い
懸
隔
が
存
在
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
往
時
の
「
尋
常
な
好
意
」

を
「
言
語
化
」
す
る
〈
現
在
〉
の
「
私
」
が
、
彼
ら
が
「
旅
芸
人
と
云

ふ
種
類
の
人
間
で
あ
る
こ
と
」
を
明
確
に
意
識
し
て
い
る
と
し
て
も
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
一
高
生
時
分
の
「
私
」
に
適
応
す
る
こ
と
は
必
ず
し

も
妥
当
と
は
い
え
ま
い
。

畢
竟
す
る
に
、
本
作
に
お
け
る
語
ら
れ
る
「
私
」
の
「
未
熟
さ
」
や

「
身
勝
手
さ
」
に
対
す
る
批
判
は
、
川
端
に
と
っ
て
は
初
め
か
ら
織
り

込
み
済
み
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考

え
る
上
で
は
、
左
の
よ
う
な
記
述
が
格
好
の
材
料
と
な
ろ
う
。

「
何
だ
つ
て
。
一
人
で
連
れ
て
行
つ
て
貰
つ
た
ら
い
い
ぢ
や
な

い
か
。」

と
、
栄
吉
が
話
し
込
ん
だ
け
れ
ど
も
、
お
ふ
く
ろ
が
承
知
し
な

い
ら
し
か
つ
た
。
何
故
一
人
で
は
い
け
な
い
の
か
、
私
は
実
に
不

思
議
だ
つ
た
。

（
傍
点
は
引
用
者
）

、
、
、

「
だ
つ
た
」
と
い
う
語
が
端
的
に
示
す
通
り
、
こ
こ
で
「
お
ふ
く

ろ
」
の
処
置
を
「
不
思
議
」
に
思
っ
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
往
時
の

「
私
」
、
つ
ま
り
「
二
十
歳
」
時
分
の
「
私
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
逆

に
い
え
ば
、
語
る
「
私
」
が
「
お
ふ
く
ろ
」
の
処
置
を
「
不
思
議
」
に

思
っ
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
い
の
だ
。
と
す
れ
ば
、

往
時
と
〈
現
在
〉
、
両
方
の
「
私
」
を
重
ね
て
理
解
す
る
こ
と
に
は
、

や
は
り
慎
重
と
な
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

語
る
「
私
」
と
語
ら
れ
る
「
私
」
と
の
距
離
に
つ
い
て
、
原
善
は

「
作
品
の
語
り
手
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
〈
私
〉
の
身
勝
手
さ
を
対
象
化

す
る
充
分
自
覚
的
な
語
り
を
行
っ
て
」（

）

い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

27

後
述
の
通
り
「
批
判
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
見
方
に
は
異
論
が
あ
る
が
、

語
り
手
た
る
〈
現
在
〉
の
「
私
」
が
、
往
時
の
「
私
」
の
未
熟
な
あ
り
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よ
う
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
夙
に
多
く
の

指
摘
が
あ
る
通
り
、
本
作
に
は
「
さ
う
空
想
し
て
道
を
急
い
だ
の
だ
つ

、
、

た
が
」、「
却
て
私
の
空
想
は
解
き
放
た
れ
た
や
う
に
生
き
生
き
と
踊
り

、
、

初
め
た
」
（
傍
点
は
引
用
者
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
「
空
想
」
や
「
想

像
」
に
関
す
る
叙
述
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
期
待
」
な
い
し
は

「
空
想
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
み
ご
と
に
的
中
」
す
る
場
面
が
描
か

れ
る
一
方
、「
峠
の
婆
さ
ん
に
煽
り
立
て
ら
れ
た
空
想
が
ぽ
き
ん
と
折

れ
る
の
を
感
じ
た
」
と
い
う
叙
述
な
ど
、
「
私
」
の
「
空
想
」
や
目
論

見
が
外
れ
る
、
あ
る
い
は
「
私
」
が
「
間
違
」
を
犯
し
て
い
る
様
子
も

数
多
く
描
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
栄
吉
の
境
遇
に
関
す
る
「
物
好
き
か
芸
人
の
娘

に
惚
れ
た
か
で
、
荷
物
を
持
つ
て
や
り
な
が
ら
連
い
て
来
て
ゐ
る
の

だ
」
と
い
う
「
私
」
の
「
想
像
」
に
つ
い
て
、
語
り
手
の
「
私
」
は
そ

う
し
た
「
想
像
」
が
「
間
違
」
で
あ
る
こ
と
を
充
分
に
認
識
し
て
い
る

筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
〈
現
在
〉
の
「
私
」
は
、
こ
う
し
た
往
時
の

「
私
」
の
誤
っ
た
「
想
像
」
を
あ
え
て
描
き
こ
ん
で
い
る
。
こ
う
し
て

、
、
、

「
〈
私
〉
の
誤
解
す
る
パ
タ
ー
ン
」（

）

に
よ
っ
て
、
「
空
想
」
が
ち
で

28

「
世
間
」
知
ら
ず
の
「
二
十
歳
の
私
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
塑
像
さ
れ
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

か
よ
う
な
「
私
」
の
姿
に
関
し
て
、
片
山
倫
太
郎
は
原
善
と
は
異
な

る
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
往
時
の
「
私
」
を
「
批
判
さ
れ
る
べ
き
」

と
見
做
す
原
に
対
し
、
片
山
は
「
主
人
公
〈
私
〉
を
相
対
化
す
る
語
り

手
〈
私
〉
の
視
線
の
存
在
は
、
逆
に
身
勝
手
な
主
人
公
の
肯
定
と
い
う

結
論
へ
も
、
同
等
の
権
利
を
も
っ
て
導
か
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
指
摘
し
、
本
作
か
ら
「
青
春
の
特
権
と
し
て
、
独
善
性
を
肯
定

し
よ
う
と
す
る
身
振
り
」（

）

を
読
み
取
っ
て
い
る
。
片
山
が
指
摘
す

29

る
「
独
善
的
な
空
想
、
ロ
マ
ン
を
肯
定
し
よ
う
と
す
る
主
題
」
を
剔
抉

す
る
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
本
作
の
末
尾
の
叙
述
で
あ
る
。

船
室
の
洋
燈
が
消
え
て
し
ま
つ
た
。
船
に
載
ん
だ
生
肴
と
潮
の

匂
ひ
が
強
く
な
つ
た
。
真
暗
な
な
か
で
少
年
の
体
温
に
温
ま
り
な

が
ら
、
私
は
涙
を
出
委
せ
に
し
て
ゐ
た
。
頭
が
澄
ん
だ
水
に
な
つ

て
し
ま
つ
て
ゐ
て
、
そ
れ
が
ぽ
ろ
ぽ
ろ
溢
れ
、
そ
の
後
に
は
何
も

残
ら
な
い
や
う
な
甘
い
快
さ
だ
つ
た
。

こ
の
場
面
に
関
し
て
、
尾
形
明
子
は
「
私
」
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
、

語
り
手
の
「
私
」
が
「
美
し
い
自
然
の
中
、
し
か
も
旅
と
い
う
非
日
常

の
中
で
織
り
な
さ
れ
た
こ
の
疑
似
体
験
が
、
日
常
に
戻
っ
た
時
、
お
そ

ら
く
は
何
の
意
味
を
も
持
た
な
い
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
」（

）

と
指

30

摘
す
る
。
片
山
倫
太
郎
も
先
に
触
れ
た
も
の
と
は
別
の
論
稿
で
「
そ
の

後
の
現
実
生
活
に
お
い
て
、
こ
の
体
験
の
有
用
性
は
否
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
」（

）

と
論
じ
て
い
る
。
論
調
の
異
な
る
両

31

者
の
指
摘
は
、
し
か
し
「
私
」
の
伊
豆
に
お
け
る
体
験
が
一
過
性
の
も

の
で
あ
り
、
「
日
常
」
＝
「
現
実
」
に
お
い
て
は
無
用
で
あ
る
と
見
做

し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。

「
ト
ン
ネ
ル
」
を
潜
る
と
い
う
行
為
が
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
よ
う

に
、
伊
豆
で
の
一
連
の
出
来
事
は
、
あ
く
ま
で
「
非
日
常
」
の
体
験
に

過
ぎ
な
い
。
語
る
「
私
」
は
、
あ
た
か
も
「
水
」
の
よ
う
に
流
れ
去
っ
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た
「
後
に
は
何
に
も
残
ら
な
い
」
淡
い
体
験
と
「
稗
史
的
な
娘
の
絵

姿
」
を
、
ま
さ
し
く
一
篇
の
「
稗
史
」
と
し
て
仕
立
て
上
げ
て
い
る
。

換
言
す
れ
ば
、
「
伊
豆
の
踊
子
」
は
、
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
と
い
う
「
現

実
」
と
は
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
時
間
と
し
て
、
往
時
す
な
わ
ち
「
青

春
」
と
い
う
〈
季
節
〉
を
描
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
戦
後
、
川
端
に
師
事
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
三
島
由
紀
夫
は
、
先

に
引
用
し
た
本
作
の
末
尾
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

世
間
で
は
こ
れ
を
抒
情
と
い
う
が
、『
伊
豆
の
踊
子
』
の
終
局
に

見
ら
れ
る
「
甘
い
快
さ
」
が
ど
う
し
て
抒
情
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
む
し
ろ
反
抒
情
的
な
も
の
だ
。
ま
る
で
こ
の
見
事
な
若
書
の
小

説
は
、「
甘
い
快
さ
」
だ
け
で
は
こ
の
や
う
な
作
品
が
成
立
し
な

い
こ
と
の
証
明
と
し
て
書
か
れ
た
や
う
な
も
の
だ
か
ら
だ
（

）
。

32

作
中
人
物
の
感
受
す
る
「
甘
い
快
さ
」
か
ら
は
斥
け
ら
れ
た
、
「
現

実
」
的
な
作
者
が
叙
述
の
背
後
に
控
え
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
を
「
証

明
」
す
る
よ
う
な
「
小
説
」
と
し
て
「
伊
豆
の
踊
子
」
は
書
か
れ
た
、

と
い
う
三
島
の
指
摘
は
、
「
伊
豆
の
踊
子
」
を
い
わ
ば
一
種
の
「
小
説

論
」

―
彼
が
愛
読
し
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
テ
ィ
ボ
ー
デ
の
言
葉
を
借
り

る
な
ら
ば
「
小
説
の
な
か
で
行
わ
れ
た
小
説
の
批
評
」（

）

―
と
し

33

て
捉
え
る
視
座
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
こ
で
参
照
し
た
い
の
は
、
当
該

時
期
に
刊
行
さ
れ
た
創
元
社
編
輯
部
編
『
文
藝
辞
典
』（
創
元
社
、
大

・

）（
）

の
「
巧
利
的
芸
術
観
」
と
い
う
項
目
で
あ
る
。

か

う

り

て

き

げ

い

じ

ゆ

つ

か

ん

14

6

34

此
に
二
種
あ
つ
て
一
は
実
用
的
芸
術
と
い
ふ
、
即
ち
実
用
的
巧
利

観
。
一
は
芸
術
は
人
生
を
高
き
に
導
く
と
か
或
は
、
社
会
改
良
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

役
立
つ
等
に
用
い
ら
れ
て
、
始
め
て
価
値
あ
る
と
す
る
観
説
的
巧

利
観
で
あ
る
。

（
傍
点
は
引
用
者
）

こ
う
し
た
「
人
生
を
高
き
に
導
く
」
と
い
う
芸
術
観
は
、

―
彼
自

身
が
「
芸
術
が
（
略
）
人
生
に
役
立
つ
と
い
ふ
こ
と
は
、
芸
術
が
、
目

前
の
功
利
的
価
値
を
含
む
こ
と
を
意
味
し
な
い
」（

）

と
述
べ
て
い
る

35

に
せ
よ

―
中
村
武
羅
夫
の
説
く
「
人
生
の
た
め
の
芸
術
」
な
る
概
念

に
ぴ
っ
た
り
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
新
人
生
派
」
の
芸
術

観
は
「
巧
利
」
的
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

対
し
て
「
伊
豆
の
踊
子
」
に
お
い
て
は
、
「
現
実
」
に
お
け
る

「
詩
」
や
「
稗
史
」
の
「
有
用
性
」(

片
山
前
掲
論
）
＝
「
巧
利
」
性

が
否
定
さ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
伊
豆
の
踊
子
」
は
、
文
芸
作

品
に
修
養
的
効
能
を
見
出
す
同
時
代
の
諸
言
説
を
相
対
化
す
る
要
素
を

孕
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

「
現
実
」
に
は
「
残
ら
な
い
」
も
の
と
し
て
「
稗
史
」
的
な
体
験
を

描
き
出
す
「
伊
豆
の
踊
子
」
は
、
い
わ
ば
小
説
的
体
験
の
有
用
性
を
否

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

定
す
る
小
説
と
し
て
捉
え
ら
れ
よ
う
（

）
。
こ
う
し
た
「
小
説
論
」
と

、
、
、
、
、

36

し
て
の
側
面
を
備
え
て
い
る
点
に
お
い
て
、
同
時
代
に
お
い
て
「
リ
ア

リ
ズ
ム
の
作
品
」
（
神
崎
淸
）
と
さ
え
認
識
さ
れ
た
「
伊
豆
の
踊
子
」

は
、
む
し
ろ
〈
前
衛
的
〉
な
作
品
で
あ
っ
た
と
見
做
し
得
る
の
で
あ
る
。

五
、「
雀
の
媒
酌
」
と
両
者
の
帰
趨

最
後
に
『
辻
馬
車
』
第
十
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
雀
の
媒
酌
」
に
も
、

少
し
く
言
及
し
て
お
き
た
い
。
本
作
は
「
久
し
く
自
己
的
な
孤
独
に
住
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み
慣
れ
た
彼
」（
以
下
、
引
用
は
初
出
に
拠
る
）
な
る
男
を
主
人
公
と

す
る
。
「
彼
」
は
「
結
婚
」
と
い
う
「
人
生
」
の
一
大
事
に
関
し
て
、

そ
の
相
手
を
姉
い
と
こ
が
投
じ
る
銀
貨
に
よ
っ
て
定
め
よ
う
と
す
る
。

そ
の
後
、
姉
い
と
こ
が
示
し
た
写
真
の
娘
以
外
に
「
自
分
の
妻
と
な
る

べ
き
女
が
ゐ
る
の
な
ら
、
そ
の
顔
を
水
に
写
し
て
見
せ
て
く
れ
」
と
い

う
願
い
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
、
縁
先
の
泉
水
に
雀
の
番
が
落
下
し
て

く
る
。
そ
し
て
「
彼
は
こ
の
神
の
閃
き
を
理
解
し
た
」。

水
の
面
の
小
波
が
静
つ
て
行
つ
た
。
彼
は
泉
水
を
一
心
に
見
続
け

て
ゐ
た
。
彼
の
心
は
静
か
な
水
の
面
と
同
じ
鏡
に
な
つ
た
。
そ
こ

へ
一
羽
の
雀
が
鮮
や
か
に
写
つ
た
。

自
ら
が
男
の
「
来
世
の
妻
」
で
あ
る
旨
を
告
げ
ら
れ
る
と
（
た
だ
し
、

そ
の
「
意
味
」
は
「
彼
」
が
そ
う
汲
み
取
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
）、

「
彼
」
は
『
ど
ん
な
女
と
結
婚
し
て
も
い
い
の
だ
。
来
世
の
美
し
く
尊

い
妻
が
現
世
の
結
婚
の
媒
酌
を
し
て
く
れ
た
の
だ
』
と
考
え
る
。
こ
の

よ
う
に
極
端
に
「
現
世
」
の
自
己
を
空
し
く
す
る
思
考
（
小
説
の
冒
頭

付
近
で
強
調
さ
れ
て
い
る
）
は
、
ま
さ
し
く
「
人
生
」
に
関
す
る
徹
底

的
な
無
関
心
さ
と
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。「
孤
独
」
が
招
来
す
る

こ
う
し
た
「
神
秘
主
義
的
な
発
想
」（

）

が
露
わ
な
青
年
の
あ
り
よ
う

37

を
「
ナ
イ
ー
ブ
な
青
春
の
典
型
」（

）

と
呼
ん
で
良
い
か
否
か
は
別
と

38

し
て
、
と
も
か
く
も
本
作
に
は
「
人
生
を
解
釈
で
染
め
」（
「
現
代
文
藝

の
人
生
と
そ
の
描
き
方
」
、『
都
新
聞
』
大

・

・

～

）
た
と
こ

13

9

4

13

ろ
に
立
ち
現
れ
る
「
新
た
な
人
生
観
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
「
新
人
生
派
」
が
説
く
と
こ
ろ
の
修
養
論
的

な
「
人
生
観
」
と
、
本
作
に
示
さ
れ
た
「
人
生
観
」
と
が
、
全
く
異
な

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
多
言
を
要
し
ま
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
大
正
末
期
の
文
壇
に
お
け
る
言
説
状
況
に
即
し
て
、

川
端
康
成
と
初
期
『
辻
馬
車
』
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
当
初
、

両
者
は
旧
来
的
な
「
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
対
す
る
反
感
や
、
「
ポ
エ
ム
」

＝
「
詩
」
に
対
す
る
志
向
性
を
共
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
の
『
辻
馬
車
』
の
誌
面
は
、
次
第
に
政
治
的
な
事
柄
、

す
な
わ
ち
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
関
心
を
如
実
に
反
映
し
て
ゆ
く
。
す
で

に
大
正
十
五
年
一
月
の
時
点
で
、
神
崎
淸
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

僕
は
階
級
文
芸
が
歴
史
的
必
然
で
あ
り
、
そ
の
偉
大
な
将
来
の
運

命
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
に

つ
い
て
は
、
先
頭
隊
と
い
ふ
以
外
に
、
別
に
尊
敬
を
払
う
こ
と
は

で
き
な
い
（

）
。

39

か
く
し
て
『
辻
馬
車
』
は
そ
の
後
体
制
を
改
め
つ
つ
、
「
階
級
文

芸
」
な
る
「
歴
史
的
必
然
」
を
目
指
し
て
、
（
実
態
は
さ
て
お
き
）
次

第
に
「
左
傾
」
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
か
の
よ

う
に
「
川
端
康
成
」
と
い
う
固
有
名
も

―
小
野
勇
「
湯
ヶ
島
日
記
」

（
『
辻
馬
車
』
昭

・

）
が
示
す
通
り
、
交
遊
自
体
は
続
い
て
い
た

2

4

よ
う
で
は
あ
る
が

―
誌
面
か
ら
は
消
え
て
ゆ
く
。
第
十
五
号
の
時
点

で
フ
チ
サ
ワ
タ
ケ
オ
（
藤
澤
桓
夫
）
は
『
卓
上
文
學
』
に
お
い
て
「
こ

の
作
家
の
理
智
に
は
ど
う
も
燃
焼
性
が
乏
し
い
。
自
己
潜
入
に
耽
り
す

ぎ
る
。（
略
）
こ
の
点
で
彼
は
旧
時
代
だ
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

一
方
の
川
端
も
、
『
文
藝
時
代
』
が
終
刊
と
な
っ
た
後
に
は
、
岡
田
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三
郎
の
招
き
に
よ
っ
て
『
不
同
調
』
の
後
継
誌
『
近
代
生
活
』
（
昭

・

～
昭

・

）
に
迎
え
ら
れ
る
。
し
か
し
翌
昭
和
五
年
に
は
堀

4

4

7

7

辰
雄
ら
を
中
心
と
す
る
芸
術
派
の
雑
誌
『
文
學
』
（
昭

・

～
昭

4

10

・

）
に
も
参
加
し
て
い
る
よ
う
に
、
事
態
は
い
っ
そ
う
複
雑
な
様

5

3

相
を
呈
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

注
（

）
同
誌
と
芥
川
龍
之
介
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
李
慧
珏
「
『
辻
馬
車
』
の

1

中
の
〈
芥
川
龍
之
介
〉

―
『
文
芸
時
代
』
と
『
文
芸
戦
線
』
に
お
け

る
芥
川
評
の
傾
向
と
そ
の
比
較
を
通
し
て

―
」
（
『
語
文
』
平

・
30

）
が
詳
し
い
。

6

（

）
小
野
勇
「
「
辻
馬
車
」
の
こ
と
ご
と
」
（
『
大
高

そ
れ
青
春
の
三
春

2秋
』
大
阪
高
等
学
校
同
窓
会
、
昭

・

、

頁
）

42

12

26

（

）
神
崎
淸
「
青
い
文
学
的
果
実
」
（
小
田
切
進
編
『
解
説

「
辻
馬
車
」

3復
刻
版
別
冊
』
日
本
近
代
文
学
館
、
昭

・

、

頁
）

45

6

4

（

）
注
（

）
に
同
じ
。

4

3

（

）
岩
尾
正
勝
「
辻
馬
車
」
項
（
小
田
切
進
・
日
本
近
代
文
学
館
編
『
日

5本
近
代
文
学
大
事
典
』
第

巻
、
昭

・

、

～

頁
）

5

52

11

272

273

（

）
野
口
冨
士
夫
『
感
触
的
昭
和
文
壇
史
』（
文
藝
春
秋
、
昭

・

、

6

61

7

61

頁
）

（

）
な
お
「
続
伊
豆
の
踊
子
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
に
つ
い
て
は
、

7

15

2

藤
澤
桓
夫
「
卓
上
文
學
」
（
『
辻
馬
車
』
大

・

）
が
「
続
篇
は
あ
つ
て

15

3

も
な
く
て
も
よ
い
」
と
消
極
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
。

（

）
平
野
謙
「
私
小
説
の
二
律
背
反
」
（
『
芸
術
と
実
生
活
』
講
談
社
、
昭

8
・

。
引
用
は
岩
波
現
代
文
庫
、
平

・

、

～

頁
）

33

1

13

11

18

19

（

）
中
村
光
夫
『
日
本
の
現
代
小
説
』（
岩
波
新
書
、
昭

・

、

頁
）

9

43

4

23

（

）
稻
垣
足
穂
「
放
送
室

末
梢
神
経
又
よ
し
（
文
壇
の
愚
劣
二
三
に
對
す

10る
抗
辯
）」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）

14

4

（

）
伊
藤
永
之
介
「
新
し
き
文
壇
を
観
る
」
（
『
新
潮
』
大

・

）
は
、

11

14

7

「
新
進
作
家
に
は
人
生
観
が
な
い
と
言
は
れ
る
。
併
し
考
へ
て
見
る
と
、

旧
い
客
観
主
義
が
棄
て
去
ら
れ
る
と
、
其
処
に
客
観
主
義
に
存
在
し
た
人

生
観
が
陰
影
を
薄
く
し
て
行
く
の
は
当
然
の
事
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
主

義
か
ら
の
伝
統
的
人
生
観
は
役
立
た
な
く
な
る
だ
ら
う
」
と
論
じ
て
い
る
。

（

）
ボ
リ
ス
・
グ
ロ
イ
ス
『
ア
ー
ト
・
パ
ワ
ー
』
（
石
田
圭
子
・
齋
木
克

12裕
・
三
本
松
倫
代
・
角
尾
宣
信
訳
、
現
代
企
画
室
、
平

・

、

頁
）

29

1

239

（

）
川
端
康
成
「
文
壇
的
文
學
論
」（
『
新
潮
』
大

・

）。

13

14

1

（

）
た
だ
し
、
崎
山
正
毅
「
珍
侃
諤
」（
前
掲
）
は
「
新
感
覚
な
ん
か
、
時

14代
を
見
る
も
の
な
ら
、
文
藝
時
代
の
専
有
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
」
と
川

端
に
反
発
し
て
い
る
。
ま
た
神
崎
淸
「
新
感
覺
派
の
歴
史
的
批
判
」
（
『
辻

馬
車
』
大

・

）
は
「
文
学
の
本
流
は
、
永
遠
に
リ
ヤ
リ
ズ
ム
を
離
れ

14

6

て
行
く
事
は
出
来
な
い
」
と
し
、
そ
の
功
績
を
認
め
つ
つ
も
、
「
新
感
覚

派
」
を
「
過
渡
期
の
、
鉄
橋
的
文
学
」
と
規
定
し
て
い
る
。

（

）
藤
澤
桓
夫
「
「
辻
馬
車
」
の
思
い
出
」
（
前
掲
『
解
説
「
辻
馬
車
」
復

15刻
版
別
冊
』、

頁
）

2

（

）
高
見
順
『
昭
和
文
学
盛
衰
史
』（
文
春
文
庫
、
昭

・

、

頁
）

16

62

8

71
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（

）
小
笠
原
克
「
い
わ
ゆ
る
「
新
人
生
派
」
に
つ
い
て

―
大
正
末
期
の

17文
壇
史
的
展
望
の
一
面

―
」（
『
国
語
国
文
研
究
』
昭

・

）

35

6

（

）
野
口
前
掲
書
、

頁
。
当
時
『
新
潮
』
の
編
集
者
で
あ
っ
た
楢
崎
勤

18

61

は
、
『
不
同
調
』
の
一
員
が
「
『
文
芸
時
代
』
に
、
文
学
論
か
ら
逸
脱
し
た

毒
舌
に
ち
か
い
言
葉
を
浴
び
せ
か
け
た
」
こ
と
を
理
由
に
、
横
光
利
一
と

中
村
武
羅
夫
が
長
年
不
和
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
（
『
作
家

の
舞
台
裏

―
一
編
集
者
の
み
た
昭
和
文
壇
史
』
読
売
新
聞
社
、
昭

・
45

、

頁
）。

11

129

（

）「
新
人
生
派
」
に
よ
る
『
辻
馬
車
』
へ
の
言
及
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ

19ら
の
裡
に
は
肯
定
的
な
言
辞
も
見
ら
れ
る
一
方
で
、
た
と
え
ば
堀
木
克
三

は
「
新
潮
合
評
会
（
第
二
十
七
回
）
」（
『
新
潮
』
大

・

）
に
お
い
て
、

14

7

神
崎
淸
を
「
非
常
に
ま
だ
若
い
学
生
か
何
か
で
ま
だ
本
当
の
事
は
分
か
ら

な
い
の
だ
ね
」
と
評
し
て
い
た
し
、
藤
森
淳
三
も
同
じ
く
同
誌
の
合
評
会

（
第
二
十
九
回
、
『
新
潮
』
大

・

）
で
崎
山
猷
逸
「
毀
れ
た
木
馬
」

14

10

（
『
辻
馬
車
』
大

・

）
に
つ
い
て
「
詰
ら
な
い
し
、
何
し
ろ
ま
だ
子
供

14

7

で
す
よ
」
と
述
べ
て
い
た
。

（

）
こ
の
ほ
か
「
新
人
生
派
の
主
張
は
そ
の
後
い
か
が
な
り
た
る
や

20（
略
）
敢
て
問
ふ
、
新
人
生
派
と
は
雑
誌
「
不
同
調
」
の
如
き
も
の
な
り

や
」（
「
文
壇
波
動
調
」
、『
文
藝
時
代
』
大

・

）、
ま
た
「
中
村
武
羅
夫

15

1

の
文
学
論
は
底
が
見
え
て
る
よ
」
（
「
合
評
会
第
一
回
」
、
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
と
い
っ
た
発
言
を
残
し
て
い
る
。
ま
た
当
該
時
期
の
『
文
藝
時

15

3

代
』
に
は
「
堀
木
克
三
氏
あ
た
り
の
「
人
生
を
掴
ん
で
居
る
」
と
は
要
す

る
に
老
人
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
文
学
論
か
ら
一
歩
も
出
て
居
な
い
や
う
だ
」

（
片
岡
鐵
兵
「
文
壇
波
動
調
」
、
大

・

）
と
い
っ
た
、
「
新
人
生
派
」

15

1

や
中
村
武
羅
夫
に
対
す
る
批
判
が
散
見
さ
れ
る
。

（

）
な
お
、
旧
『
文
藝
春
秋
』
の
一
員
で
、
当
時
は
『
不
同
調
』
の
同
人

21で
あ
っ
た
川
崎
備
寬
も
「
触
手
あ
る
感
想
」
（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）

14

11

に
お
い
て
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（

）
鈴
木
彥
次
郞
「
私
は
読
ん
だ

一
月
の
創
作
」（
『
文
藝
時
代
』
大

・

22

15

）
は
「
山
間
を
流
れ
る
岩
清
水
、
そ
の
清
冽
さ
と
新
鮮
さ
と
更
に
流
れ

2る
に
従
つ
て
、
伸
び
た
ぎ
る
そ
の
水

―
そ
れ
に
伴
ふ
聯
想
的
感
覚
を
、

す
べ
て
網
羅
し
つ
く
す
」
作
者
・
川
端
の
「
精
神
美
」
を
称
揚
し
て
い
る
。

（

）
赤
松
は
同
じ
文
章
で
、
横
光
利
一
「
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
田
蟲
」
（
『
文
藝

23時
代
』
大

・

）
に
つ
い
て
「
横
光
は
何
の
た
め
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
腹

15

1

の
田
蟲
を
書
い
た
の
か
。
そ
れ
が
ど
れ
だ
け
の
人
生
創
造
で
あ
り
人
生
批

評
で
あ
る
の
か
」
と
、
や
は
り
批
判
的
な
口
調
で
述
べ
て
い
た
。

（

）
こ
こ
で
神
崎
は
「
こ
の
議
論
の
落
ち
行
く
さ
き
は
、
複
雑
な
認
識
論

24と
な
る
」
と
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
確
な
こ
と
を

述
べ
て
い
な
い
。
一
方
、
同
じ
く
神
崎
の
評
論
「
青
年
抗
抵
派

―
同
人

（

マ

マ

）

雜
誌
の
歴
史
に
つ
い
て
」
（
『
新
小
説
』
大

・

）
で
は
「
新
ら
し
い
認

15

4

識
論
か
ら
い
へ
ば
、
世
界
と
の
交
渉
は
、
僕
達
の
感
覚
を
通
じ
て
の
み
行

は
れ
る
。（
略
）
あ
ら
ゆ
る
感
覚
は
、
言
葉
に
よ
つ
て
翻
訳
さ
れ
る
。
あ
ら

ゆ
る
言
葉
は

。
感
覚
を
代
表
し
、
同
時
に
精
神
を
代
表
す
る
。
そ
の
ど
ち

（
マ
マ
）

ら
か
が
欠
け
て
ゐ
て
も
、
サ
ム
ボ
ル
と
し
て
の
言
葉
は
失
格
す
る
の
で
あ

る
」
な
ど
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
大
正
期
の
川
端
康
成
に
お
け
る

「
認
識
論
」
の
受
容
と
方
法
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
片
山
倫
太
郎
「
初
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期
川
端
康
成
に
お
け
る
独
我
論
的
認
識
の
形
成
と
方
法
化

―
「
万
物
一

如
思
想
」
を
手
掛
か
り
と
し
て

―
」
（
『
昭
和
文
学
研
究
』
平

・

）

14

9

が
詳
し
い
。

（

）
駒
尺
喜
美
「
伊
豆
の
踊
子

―
ふ
れ
あ
い
の
構
造

―
」
（
『
女
性
空

25間
』
平

・

）
、
上
田
渡
「
『
伊
豆
の
踊
子
の
構
造
と
〈
私
〉
の
二
重

1

3

性
」（
『
國
学
院
雑
誌
』
平

・

）
な
ど
を
参
照
。

3

1

（

）
小
林
洋
介
「
通
過
儀
礼
と
し
て
の
旅
の
時
空

川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊

26子
」
Ⅲ
」
（
松
本
和
也
編
『
テ
ク
ス
ト
分
析
入
門

小
説
を
分
析
的
に
読
む

た
め
の
実
践
ガ
イ
ド
』
ひ
つ
じ
書
房
、
平

・

、

頁
）

28

10

145

（

）
原
善
「
「
伊
豆
の
踊
子
」

―
批
判
さ
れ
る
〈
私
〉

―
」（
『
川
端
康

27成

―
そ
の
遠
近
法
』
大
修
館
書
店
、
平

・

、

頁
）

11

4

58

（

）
原
前
掲
書
、

頁
。

28

71

（

）
注
（

）
片
山
前
掲
論
。

29

24

（

）
尾
形
明
子
「
川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊
子
」
を
読
む
」
（
『
日
本
文
学
』

30昭

・

）

63

5

（

）
片
山
倫
太
郎
「
川
端
康
成
に
お
け
る
官
能
と
宗
教
の
原
点
と
再
帰

―

31草
稿
「
湯
ヶ
島
で
の
思
ひ
出
」
を
中
心
に

―
」
（
『
國
語
と
國
文
學
』
平

・

）

29

9

（

）
三
島
由
紀
夫
「
「
伊
豆
の
踊
子
」
「
温
泉
宿
」
「
抒
情
歌
」
「
禽
獣
」
に

32つ
い
て
」（
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
・
温
泉
宿
』
新
潮
文
庫
、
昭

・

。

25

8

引
用
は
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
第

巻
、
新
潮
社
、
平

・

）

27

15

2

（

）
ア
ル
ベ
ー
ル
・
テ
ィ
ボ
ー
デ
『
小
説
の
美
學
』（
生
島
遼
一
訳
、
白
水

33社
、
再
版
、
昭

・

、

頁
）

30

1

25

（

）
創
元
社
の
成
り
立
ち
や
、
同
辞
典
と
『
辻
馬
車
』
と
の
関
わ
り
に
つ

34い
て
は
大
谷
晃
一
『
あ
る
出
版
人
の
肖
像

―
矢
部
良
策
と
創
元
社
』（
創

元
社
、
昭

・

）
が
詳
し
い
。

63

12

（

）
中
村
武
羅
夫
「
人
生
の
た
め
の
藝
術
」
（
前
掲
）
。
神
崎
淸
「
黄
色
評

35論
」
（
『
文
藝
時
代
』
大

・

）
は
「
左
様
に
お
こ
と
は
り
な
さ
れ
ず
と

14

10

も
よ
し
。
功
利
と
は
将
来
の
目
的
の
た
め
に
手
段
を
蓄
積
す
る
の
謂
な
り
。

お
小
遣
を
た
め
て
勧
業
債
券
を
買
ふ
事
に
し
て
、
不
同
調
十
五
銭
敷
島
の

煙
に
等
し
き
を
い
は
ず
」
と
述
べ
、
こ
れ
を
揶
揄
し
て
い
る
。

（

）
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、「
伊
豆
の
踊
子
」
と
同
月
に
発
表
さ
れ
た

36芥
川
龍
之
介
「
湖
南
の
扇
」
（
『
中
央
公
論
』
大

・

）
で
あ
る
。
作
者

15

1

自
身
の
中
国
へ
の
渡
航
体
験
を
基
に
す
る
本
作
に
お
い
て
は
、
土
匪
の
頭

目
で
あ
っ
た
黄
六
一
と
、
彼
の
愛
人
・
玉
蘭
を
め
ぐ
る
「
小
説
的
ド
ラ

マ
」
（
関
口
安
義
『
特
派
員
芥
川
龍
之
介

―
中
国
で
な
に
を
視
た
の

か

―
』
毎
日
新
聞
社
、
平

・

、

頁
）
が
展
開
さ
れ
る
。
し
か
し

9

2

191

本
作
は
「
し
か
し
僕
の
滞
在
費
は

―
僕
は
未
だ
に
覚
え
て
い
る
、
日
本

い

ま

の
金
に
換
算
す
る
と
、
丁
度
十
二
円
五
十
銭
だ
っ
た
」
と
い
う
奇
妙
に
淡

白
な
述
懐
で
幕
を
閉
じ
ら
れ
る
。
片
岡
鐵
兵
「
作
家
と
し
て
の
芥
川
氏
」

（
『
文
藝
春
秋
』
昭

・

）
は
、
本
作
の
「
作
者
」
に
つ
い
て
「
人
生
に

2

9

対
す
る
何
の
興
味
も
、
熱
情
も
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
も
失
は
れ
て
居
る
」
と

述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
さ
に
「
現
実
」
に
お
け
る
「
小
説
的
」
な

体
験
の
有
用
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
と
も
解
し
得
よ
う
。

（

）
な
お
当
該
時
期
に
お
け
る
川
端
の
「
神
秘
の
取
り
扱
ひ
方
」
に
つ
い

37て
、
藤
澤
桓
夫
は
「
時
々
無
理
が
あ
り
は
し
な
い
か
」
（
「
卓
上
文
學
」、
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『
辻
馬
車
』
大

・

）
な
ど
と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

15

5

（

）
注
（

）
片
山
前
掲
論
。
高
見
順
『
生
命
の
樹
』
（
『
群
像
』
昭

・

38

24

31

～

、
昭

・

、
昭

・

、

、

）
に
は
、
語
り
手
に
し
て
主

9

12

32

12

33

3

8

12

人
公
の
「
僕
」
が
「
若
い
こ
ろ
、
左
翼
運
動
に
関
係
」
し
た
が
故
に
「
人

生
を
ひ
と
つ
の
過
程
と
す
る
考
え
方
に
終
始
と
ら
え
ら
れ
」（
第
五
章
）
生

き
て
き
た
旨
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
高
須
芳
次
郎
「
現
代
文
學
は
衰

亡
す
べ
き
か
蘇
活
す
べ
き
か

―
現
文
壇
に
対
す
る
要
求

―
」
（
『
新

潮
』
大

・

）
は
「
唯
物
的
人
生
観
の
所
有
者
は
、
人
生
を
も
人
間
を

14

7

も
機
械
視
し
易
い
。
物
的
に
見
易
い
。（
略
）
そ
の
結
果
、
素
直
に
人
生
を

考
へ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
記
述
の
存
在

は
、「
雀
の
媒
酌
」
や
そ
こ
に
描
か
れ
た
「
人
生
観
」
を
同
時
代
の
文
脈
に

お
い
て
考
察
す
る
視
座
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（

）
注
（

）
神
崎
前
掲
論
。

39

24

付
記

川
端
康
成
の
作
品
（
た
だ
し
「
伊
豆
の
踊
子
」
及
び
「
雀
の
媒
酌
」

を
除
く
）
か
ら
の
引
用
は
『
川
端
康
成
全
集
』（
新
潮
社
、
昭

・

～
昭

55

2

・

）
に
拠
っ
た
。
漢
字
は
人
名
や
作
品
名
を
除
き
通
行
の
字
体
に
改

59

5

め
、
ル
ビ
は
省
略
し
た
。

（
ふ
く
だ
り
ょ
う
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


